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 【鉄鋼関連のニュース】  

 ●「自動車」と「建設」 ここまで違うか、空気感 

  ●「取適法」施行で元下関係は改善されるのか 

 

 

 ● 活動状況に合わせ、日々の点検、清掃を徹底 

 ● 「凡事徹底」で安全・安心に仕事を先へと進めます 

 ● 現場最前線から 高津慎次 長原泰司 

 日々の仕事の質を決める「整頓」  

 「凡事徹底」は当社の合言葉です。先日、チームとしてまとまりがよ

く、成績もよい野球チームの話題がテレビで紹介されていました。あまり

成績が良くないチームとどこが違うのか。その番組では「メンバーの靴の

脱ぎ方、揃え方に違いが出ている」とのことでした。成績のよいチームの

メンバーは、しっかり揃えて

靴を脱ぎ、ユニフォームも

しっかりと棚に収まっている

そうです。それに対して成績

が良くないチームはどうか…

ホントにびっくりするほど玄

関に靴が散乱し、ユニフォー

ムも脱ぎっぱなし。そんなも

のなんですね。 

 当社の場合はどうでしょう

か。そんなに恰好のよい棚

ではありませんが、各人の

持ち物は整頓され、当たり

前のことかもしれません

が、靴もしっかり収納され

ていました。現場でのルー

ルは決めてあります。それ

を掲示もしていますが、な

かなかの出来栄えです。ち

なみにこの証拠写真、撮影

のために整頓したのではあ

りません。この思いがお客

様にとどくよう、これから

も取り組んでいきます。 

 ☆現場最前線から☆ 工場長・長原泰司  
 現場の安全第一と生産性の向上、効率

化を推進するために、短尺品の置き場の

見直しをさらに進めています。今後２カ

月程度でさらに機動的な運用ができるよ

うに目下、取り組んでいる最中です。 

 また、季節の変わり目にも質の高い仕

事がこなせるように、早朝のラジオ体操

を毎日励行しています。シートベルトの

着用などと同じで、凡事を徹底して習慣

化してしまえば、逆に体操をしないこと

の方が物足りなく思えてきます。 

 現場では、各人がそれぞれの仕事に取り組んでいるので、折に触れて

の声掛けやコミュニケーションが大事です。そうした中から、各人の持

ち味が生かされていくものと思います。 

毎朝のラジオ体操  やはり仕事の質向上につながります  

 現場スタッフの毎日の業務にメリハリをつけ、来るべき今年の酷暑にも立

ち向かえる体力づくりを促進するため、体操の音とリズムが入ったＣＤとプ

レイヤーを購入。毎朝、ラジオ体

操の励行を徹底するようにしまし

た。当たり前のことだと一笑に付

される方も多いかもしれません

が、これも凡事徹底の一つの取り

組みとしてこれからも推進してい

きます。 

 ☆現場最前線から☆ 営業部長・高津慎次 

  

 足元は、仕事量も漸減しており、そう

した中でコストアップ要因がさらに増し

ています。メーカー販価の値上がりも順

次進むため、当社としても採算重視の対

応を進めていかなければなりません。一

方で、受注競争も激しさを増していま

す。 

 今年の鉄鋼需要には厳しい見方が強い

ですが、来年、再来年と仕事量は順次増

えてくるとの見方が一般的です。 

 お客様に役立つ機能にさらに磨きをかけ、平素からご愛顧頂いている

お取引先様との架け橋をさらに強固なものとしつつ、新規営業のさらな

る推進も心掛けてまります。 

「凡事徹底」で「安全」「安心」に仕事

を先へと進めます 



 最近はこんな会社です。 

「自動車」と「建設」 ここまで違うか、空気感 

  足元、建設関連の鉄鋼内需にはあまりいいところがない。「これ

から新規案件が増えてくるのか」と関係者に聞いてみても、あまり良

い応答はない。国防関係の格納庫などの建設は年内にかなり進むとの

見方もある。造船関連も明るさが感じられる。世界的に防衛能力を高

めなければならないムードがある昨今、格納庫などの需要が多数出れ

ば、薄板建材製品などに明るさはありそうだ。 

 一方で、民間非住宅はこれまでに大型の物流倉庫建設案件などが多

く出て、端境期だとの見方もある。首都圏などでは比較的案件が見込

めるというが、建設費が上昇して現場の人手不足も継続している。金

利上昇なども民間住宅案件では足かせ要因になるとの見方が多い。 

 これに対して、トヨタ関連を中心とした自動車サプライチェーンに

は堅調なムードが色濃く漂う。新型ＥＶの本格生産も追い風要因だ。

レアアース関連の調達面での課題は今後、顕在化する方向にある。あ

しもとでも「生産計画通りではない」との声が聞かれる。 

 しかし、部品メーカーの声を聞くと、繁忙感があるとの声が結構聞

かれる。中東での軍事行動の行方にもよるが、ヒアリングした感じで

は、レアアース関連の課題を除けば年内はこのペースが続きそう。 

 

「取適法」施行で元下関係は改善されるのか 

 2026年1月1日より「下請法」が「中小受託取引適正化法（取適

法）」に変わった。改正法では、適用対象の取引や事業者の範囲が拡

大された。  

 新法により、「親事業者」が「委託事業者」、「下請事業者」は

「中小受託事業者」に変わった。また、下請代金は「製造委託等代

金」となった。 委託業者には、発注内容等の明示、取引記録の作成・

保存、支払期日の設定、遅延利息の支払いなどが定められたほか、手

形支払いが基本的に過去の慣習となり、支払い日までの期間と現金受

領までの期間が60日で統一された。 

 https://www.gov-online.go.jp/article/202511/entry-9983.html 

 改正法によって急激に商習慣が変わるものでもないだろうが、一定

期間を経て確実に変わってくる。下請事業者も、場合によっては中小

委託事業者となるので、そのあたりの見極めもいるのかもしれない。 

 それ以上に、ＡＩ化が進む中で自動車などのものづくりの構造その

ものも大きく変わっていく可能性が高い。「変化はいつもある時点で

急速に進んでくる」。素材産業とリアルなものづくりがなくなる可能

性ゼロだが、法改正はよいにせよ、今後は、既存の「サプライチェー

ン」という感覚そのものを変えていく必要もありそうだ。また「水は

低いところに流れる」という、まあ、当たり前のことを再考する必要

もあるだろう。 

 足元もいろいろとアゲ

ンストの強い課題は多い

です。でも、そんなとき

でも日々の活動の基本を

おろそかにせず、各設備

の点検や清掃活動には手

を抜かずにやっていま

す。バンドソーの鋸刃の

点検・調整や、各部の給

脂・機械音の確認などで

す。こうした日々の取り

組みを通じて、お客様の

ご要望に少しでも確実にお応えできるような体制にシフトアップ

していきます。 

【短尺材の管理も進展 お客様に間に合う鋼材を揃えています】 

 短尺品は、サイ

ズも一定せずバリ

エーションは非常

に多様ですが、当

社の管理を徹底す

ることで、お客様

のお求めになる素

材の検出スピード

が増します。分類

方法の見直しをは

じめ、さらに管理

強化する現場での

活動が今日も進ん

でいます。 
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旧 本 社 地 で 新 年 会 開 催 

熊手 福箕もしっかり さあ、いくぞ 

https://www.ukai-steel.com/ 

 毎年恒例とはなっています

が、今年も熱田神宮で熊手、

福箕を授かり、熊手でしっか

りと幸運をかき集め、福箕に

しっかりと蓄えたいと思いま

す。福箕は「穀物をふるっ

て、籾（もみ）からゴミなど

を取り除く」道具としてはじ

まったようです。また、熊手

は本来、落ち葉をかき集める

農具でしたが、その後、商人

たちの間で「運や福、お金、

人脈を“かき集める”」とい

う願いが込められ、縁起物として用いられるようになったそうです。  

 ２月１０日、金山の「山ちゃん」で新年会を開催しまし

た。ここはかつて、当社の本社事務所があった場所です。

事務所棟本体は、現在も当時の物を活用しています。会で

は、即席で用意したビンゴ大会も開催！大いに盛り上がり

ました。 


